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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

日
時　

２
月
14
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

林
明
氏
（
協
会
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
税
理
士
任
せ
に
し
な
い
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト―

税
制
の
改
定
点
と
医
業
税
制
の
特
殊
性
」

確
定
申
告
対
策
講
習
会

　

「
討
論
集
会
」
で
は
、
51

年
通
知
は
廃
止
し
て
給
付
外

診
療
を
保
険
に
導
入
す
べ
き

だ
が
、
そ
の
前
提
は
低
い
技

術
料
の
改
善
だ
な
ど
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

大
阪
歯
科
か
ら
は
伊
津
理

事
長
が
、
歯
科
医
院
経
営
が

厳
し
い
の
は
患
者
が
来
な
い

か
ら
で
、
そ
の
原
因
は
構
造

改
革
で
社
会
保
障
が
切
り
捨

て
ら
れ
、
窓
口
負
担
が
高
く

な
っ
た
こ
と
だ
と
し
て
、
歯

科
医
だ
け
で
な
く
国
民
・
労

働
者
と
一
緒
に
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
て
国
民
生
活
を
改

善
す
る
こ
と
、
患
者
の
共
通

し
た
要
求
で
あ
る
保
険
の
き

く
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
と
発
言
。
51
年
通
知

は
歯
科
医
に
は
都
合
の
い
い

制
度
だ
が
、
患
者
に
と
っ
て

は
不
透
明
。
廃
止
の
立
場
に

立
つ
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

日
時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　
入
江
幸
男
氏（
社
会
保
険
労
務
士
、訓
練
研
修
ト
レ
ー
ナ
ー
）

会
費　

会
員
３
千
円

「
歯
科
医
院
の『
接
遇
』に
よ
る
活
性
化
」

会
員
限
定　

院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

集
合　

Ｊ
Ｒ
「
吹
田
」
駅
中
央
改
札
前
に
１
時
集
合

定
員　

20
人
（
要
事
前
申
込
み
）

会
費　
会
員
無
料（
会
員
院
所
の
従
業
員
ま
た
は
ご
家
族
も
参
加
で
き
ま
す
）

「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学
」

日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
６
時
30
分

会
場　
天
王
寺
東
映
ホ
テ
ル（
Ｊ
Ｒ「
天
王
寺
」駅
北
口
か
ら
徒
歩
２
分
）

定
員　

30
人

講
師　
補
永
栄
子
氏（
大
阪
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
／
小
児
・
青
年
精
神
科
）

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
者
は
６
千
円
）

内
容　

１
部
：
勉
強
会
「
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害―

Ａ
Ｄ

　
　
　
　
　

Ｈ
Ｄ
の
基
礎
知
識
と
臨
床
ー
」

　
　
　

２
部
：
懇
親
会
（
午
後
４
時
30
分
〜
）

※
保
育
室
あ
り
（
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
）

「
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
集
い
」

11

医
療
事
故
防
止
へ
の
思
い
強
ま
っ
た

早
田　

寿
夫（
住
吉
区
）

　

協
会
新
聞
部
か
ら
「
こ
の

作
家
あ
の
作
品
」
の
原
稿
依

頼
が
あ
り
、「
さ
て
、
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
す
る
よ
う
な
本

を
普
段
読
ん
で
い
な
い
し
ど

う
し
た
も
の
か
、
段
々
締
め

切
り
日
も
近
づ
い
て
き
た
し

…
」
と
考
え
て
い
た
あ
る

日
、
と
あ
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

研
究
会
の
例
会
で
一
冊
の
本

を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
が

『
桃
香
ご
め
ん
ね
。』
で
あ

る
。

　

こ
の
本
は
歯
科
医
院
で
実

際
に
起
こ
っ
た
医
療
事
故
の

被
害
者
、
佐
々
木
桃
香
ち
ゃ

ん
の
父
親
、
富
雄
さ
ん
の
手

記
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

事
故
は
平
成
12
年
６
月

に
、
福
岡
市
の
小
児
歯
科
医

院
で
当
時
２
歳
３
カ
月
の
桃

香
ち
ゃ
ん
が
浸
潤
麻
酔
下
で

の
レ
ジ
ン
充
填
の
治
療
中
に

心
肺
停
止
を
起
こ
し
、
５
日

後
に
死
亡
し
た
も
の
で
あ

る
。
警
察
は
当
初
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
偶
発
症
と
し
て
片
付
け
よ

う
と
し
て
い
た
が
、
家
族
・

支
援
者
な
ど
の
力
に
よ
っ
て

裁
判
に
な
り
、
平
成
18
年
に

実
刑
が
確
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
は
被
害
者
家
族
の

恨
み
つ
ら
み
が
書
か
れ
た
も

の
で
は
な
い
。

　

「
今
私
に
は
願
い
と
希
望

が
あ
り
ま
す
。
桃
香
の
幼
い

死
を
伝
え
た
い
、
そ
し
て
も

う
二
度
と
私
た
ち
家
族
が
経

験
し
た
、
残
さ
れ
た
家
族
す

ら
壊
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
絶

望
や
悲
し
み
を
味
わ
う
人
た

ち
を
見
た
く
な
い
。（
中

略
）
医
療
に
か
か
わ
る
人
た

ち
に
自
身
の
医
療
の
あ
り
方

を
、
命
の
こ
と
を
見
つ
め
て

も
ら
い
た
い
。〈
は
じ
め
に

よ
り
〉」

　

そ
ん
な
思
い
で
書
か
れ
た

本
な
の
で
あ
る
。

　

医
療
事
故
や
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
「
訴
訟
」
と
聞
く
と
、

我
わ
れ
医
療
従
事
者
サ
イ
ド

に
い
る
人
間
は
昨
今
の
救
急

搬
送
に
ま
つ
わ
る
事
例
を
含

め
て
「
皆
精
一
杯
や
っ
て
い

る
中
で
起
こ
っ
た
出
来
事
な

ら
ば
仕
方
が
な
い
の
で
は
な

い
か
、
私
た
ち
は
神
で
は
な

く
生
身
の
人
間
な
の
だ
か

ら
」
と
い
う
思
い
で
終
わ
っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
も
以
前
は
、
医
療
事
故

や
救
わ
れ
な
か
っ
た
命
の
問

題
を
聞
く
た
び
に
「
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
は
お
気
の

毒
。
う
ち
の
診
療
所
に
元
気

に
通
っ
て
来
て
く
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
に
も
し
そ
ん
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
ら
大
変
、
自

分
も
気
を
つ
け
よ
う
」
と
い

う
思
い
で
終
わ
っ
て
い
た
。

で
も
、
一
昨
年
長
男
が
生
ま

れ
親
と
な
っ
て
、
桃
香
ち
ゃ

ん
の
お
父
様
の
無
念
さ
も
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

毎
日
歯
科
診
療
を
し
て
い

る
中
で
、
医
療
事
故
、
ま
し

て
は
死
に
繋
が
る
事
故
は
そ

う
滅
多
に
起
こ
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
。
し
か
し
一
度

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

被
害
者
と
そ
の
家
族
、
関
わ

っ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
そ
の
全

員
が
ど
ん
な
思
い
を
す
る
の

か
。
国
の
定
め
る
医
療
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ど
う
と

か
と
は
別
に
、
こ
の
よ
う
な

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
、
ど
う
考
え
何
が
必
要
か

を
こ
の
本
は
教
え
て
く
れ
た

よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
刑
事
裁
判
の
判
決

文
、
民
事
の
和
解
文
章
の
全

文
や
、
担
当
し
た
弁
護
士
に

よ
る
医
療
過
誤
事
件
の
現
実

に
つ
い
て
も
解
説
の
章
も
あ

る
。
こ
の
部
分
は
、
一
般
国

民
が
思
っ
て
い
る
刑
事
事
件

に
対
す
る
認
識
と
、
警
察
・

検
察
と
の
違
い
が
述
べ
ら
れ

て
い
て
と
て
も
興
味
深
い
内

容
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
一
読
を
お
薦
め
し

ま
す
。

絵　藤田　進 （河内長野市）

『
桃
香
ご
め
ん
ね
。』佐
々
木
富
雄
著

　

影
響
を
受
け
た
作
家
・
思

い
入
れ
の
あ
る
作
品
な
ど
に

つ
い
て
、
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

め
、「
歯
科
診
療
報
酬
改
定

対
策
各
県
代
表
者
討
論
集

会
」
を
１
月
24
日
、
東
京
都

内
で
開
い
た
。
全
国
39
協
会

・
医
会
か
ら
１
０
２
人
が
参

加
、
大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は

伊
津
進
弘
理
事
長
ら
７
人
が

参
加
し
た
。

　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

全
国
連
絡
会
や
政
府
調
査
な

ど
、
ど
の
調
査
で
も
患
者
の

要
求
は
「
保
険
の
き
く
範
囲

を
広
げ
て
ほ
し
い
」
が
上
位

を
占
め
る
。
保
団
連
も
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
求

め
て
診
療
報
酬
改
善
の
運
動

や
歯
科
医
療
の
重
要
性
を
啓

発
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
費

削
減
の
流
れ
の
中
で
、
歯
科

医
療
費
が
削
り
こ
ま
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
新
規
技
術
の

保
険
導
入
に
は
消
極
的
な
意

見
も
あ
る
。

れ
た
。
保
険
医
休
業
保
障
な

ど
自
主
共
済
を
保
険
業
法
か

ら
適
用
除
外
さ
せ
る
取
り
組

み
で
は
、
総
選
挙
で
政
権
交

代
が
展
望
さ
れ
る
な
か
で
、

民
主
党
の
小
沢
代
表
が
次
期

総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
へ

の
反
映
を
検
討
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
な
ど
、
保
団
連
・

協
会
の
活
動
が
、
新
し
い
情

勢
を
開
い
て
き
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

療
制
度
の
問
題
点
や
受
診
を

促
す
テ
レ
ビ
番
組
「
医
療
ど

ぉ
〜
ナ
ル
」
の
取
り
組
み
を

貴
島
代
議
員
が
報
告
し
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、
医
療
・

歯
科
医
療
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
の

取
り
組
み
、
無
保
険
の
子
ど

も
た
ち
を
な
く
す
取
り
組
み

が
国
保
法
の
改
正
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
な
ど
、
医
療
改
善

を
求
め
る
保
団
連
運
動
と
国

民
運
動
の
広
が
り
が
報
告
さ

運
動
を
推
進
す
る
た
め
財
政

的
に
も
現
状
を
維
持
す
べ
き

だ
と
主
張
し
た
。
指
導
を
め

ぐ
る
大
阪
府
交
渉
の
取
り
組

み
を
伊
津
代
議
員
が
、
全
国

の
協
会
で
初
と
な
る
歯
科
医

診
療
報
酬
体
系
、
給
付
外
診

療
の
保
険
導
入
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
全
国
の
保
険
医

協
会
・
医
会
の
意
見
を
交
流

し
、
運
動
方
向
を
さ
ぐ
る
た

「
51
年
通
知
」
の
廃
止
や
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
保
険
導
入
の

是
非
が
厚
労
省
、
中
医
協
な

ど
で
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
先
立
ち
、
保
団
連
は
歯
科

　

２
０
１
０
年
の
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
て
、
患
者
が
保

険
給
付
外
治
療
を
希
望
し
た

場
合
は
歯
冠
形
成
ま
た
は
補

診
以
降
が
自
由
診
療
と
な
る

め
る
決
議
案
を
代
議
員
の
圧

倒
的
多
数
で
採
決
し
た
。

　

全
国
48
協
会
・
医
会
か
ら

代
議
員
１
１
２
人
が
参
加
し

た
。
大
阪
歯
科
か
ら
は
伊
津

進
弘
・
貴
島
正
彦
・
小
澤
力

各
代
議
員
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
代
議
員
は
、
過
去
３

年
の「
院
長
署
名
」が
５
割
前

後
ま
で
到
達
、
指
導
や
レ
セ

プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
、
診
療
報

酬
な
ど
を
取
り
上
げ
た
学
習

会
や
生
涯
研
修
な
ど
の
日
常

活
動
が
会
員
の
協
会
へ
の
信

頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
、
こ
う
し
た
経
験
か

ら
も
保
団
連
方
針
の
正
し
さ

が
実
証
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

　

保
団
連
は
１
月
25
日
、
東

京
都
内
で
第
２
回
代
議
員
会

を
開
き
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
法
案
の
参
議
院
可

決
、
27
万
筆
の
署
名
を
集
め

た
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
運
動
な
ど
の
成
果
に
た

っ
て
、
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
の
実
現
や
消
費
税
増
税
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
、
診
療

報
酬
改
善
要
求
案
を
医
療
界

全
体
の
も
の
に
し
て
国
民
と

共
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
な

ど
の
「
会
務
報
告
」
案
、
２

０
０
９
年
度
予
算
案
、
社
会

保
障
費
連
続
削
減
の
撤
回
や

歯
科
医
療
改
善
の
た
め
の
診

療
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
を
求

保 団 連
代議員会

国
民
と
共
に
医
療
改
善
運
動
を

「
後
期
」医
療
廃
止
、診
療
報
酬
引
き
上
げ
目
指
す

歯科全国
討論集会
「
保
険
範
囲
の
拡
大
は
不
可
欠
」

51
年
通
知
や
診
療
報
酬
体
系
な
ど
で
討
論

日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
隣
り
）　　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　
「
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術
」

※『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
０
８
年
４
月
版
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

シ
リ
ー
ズ
社
保
講
習
会〈
第
２
回
〉

期
間　

２
月
28
日
（
土
）〜
３
月
13
日
（
金
）（
但
し
、
日
曜

日
は
除
く
）―

事
前
の
予
約
制
で
す

時
間
帯　

お
一
人
２
時
間　

①
10
時
00
分
〜
②
13
時
00
分
〜

③
15
時
00
分
〜

※
医
業
以
外
の
所
得
（
不
動
産
、
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合
は

予
約
時
に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

担
当　

協
会
顧
問
税
理
士
団
及
び
経
税
部

費
用　

原
則　

医
業
所
得
の
み
の
場
合
２
万
円

※
医
業
以
外
の
所
得
や
複
数
人
数
分
の
ご
相
談
に
は
別
途
費
用
が
生
じ
ま
す
。

確
定
申
告　

個
別
相
談
会

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
隣
り
）　　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

親
里
嘉
健
氏
（
西
宮
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
咬
合
誘
導
」

３
月
度
生
涯
研
修


